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                               平成 26 年３月 13 日 

                         

                      団体名 七味温泉ホテル株式会社 

                        代表取締役 

職氏名    橋本 良彦  印 

 

七味温泉ホテル株式会社は、信州の自然エネルギー資源を活かした「１村１自然エネ

ルギープロジェクト」を以下のとおり推進しています。 

 

区   分 摘  要 

プロジェクトの名称 温泉熱を活用したバイナリー発電事業をはじめとした熱の多段

階活用プロジェクト 

プロジェクトの主体 七味温泉ホテル株式会社 

プロジェクトの構成

団体名 

（複数の者で構成する場合） 

 

普及する自然エネル

ギーの種別等 

温泉熱 

プロジェクトの目的 地域の効果的な熱供給・利用に温泉熱を活用したバイナリー発電

をはじめとした熱の多段階利用 

地域関係者との協働

の内容 

・視察や環境学習の場として村役場と連携 

・排熱を利用し農産物を栽培。農業関係者と連携 

・環境配慮事業として高山村が広報、観光客増加と地域活性化 

プロジェクトの部門 

①地域づくり、②ソーシャルビジネス、③開発研究、④その他（場

作りなど） 

プロジェクト（事業）

の段階 

①構想段階 ②実施段階 ③発展段階 

 

プロジェクトの主な

概要 

既存生産井の温泉熱を対象に、温泉源の未利用エネルギーを活用

したバイナリー発電事業及び熱水の高温部分を新設する施設園

芸の熱源エネルギーとして有効活用する。 

事務局担当者の 

連絡先 

担当者所属  氏名 橋本 良彦 

TEL 026-242-2921 email shitimi@arion.ocn.ne.jp 

備   考  

1111村村村村1111自然エネルギー自然エネルギー自然エネルギー自然エネルギー    
プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト 
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区   分 内     容 

 

 

 

 

 

プロジェクトの 

内容 

 

温泉源の未利用エネルギーを活用したバイナリー発電事業及

び温泉熱利用型ハウス栽培事業を実施し、温泉資源を熱源エネ

ルギーとして有効活用する。 

 

〔バイナリー発電事業〕 

・発電方式：オーガニックランキンサイクル 

・発電規模：20kW  

 ・電力利用：全量売電（非常時は地域の電源として活用予定） 

 

〔温泉熱利用型ハウス栽培事業〕 

 ・付加価値の高い農産物を栽培し、将来的には村の特産品と

して販路を拡大 

  

プロジェクトを行うコミュ

ニティの区域 

高山村 

構成員の役割 － 

現に活動しているかの有無 あり（温泉熱利用の全館温水暖房設備をＨ21 から導入） 

活動の成果等の帰属 高山村住民及び観光客 

普及推進体制 － 

プロジェクトの 

有効性 

エネルギーの観点から、脆弱地域の改善、災害時への環境客等

への対応力強化、県内におけるエネルギー事業のビジネスモデ

ル創出、先進事例の視察地や環境教育の場の創出、地域雇用の

創出、地域ブランドの創出 

継続性及び発展性 

・熱の多段階利用による温泉資源の保護と地域活性化 

・事業内容等の発信による他地域への波及、温泉経営の安定化、

秘湯の保護 

関係法令の手続き状況 自然公園法に基づく工作物新築行為届出 

団体設立年月日 昭和５８年３月１日 

ホームページ http://www.keizantei.com/index.html 

備  考  

添付書類 ①組織の規約、②プロジェクトの概要書（別紙）、③構成員名簿、④プロジェクトの

内容の分かる資料（写真等） 

注）変更登録申請を行う場合は、変更箇所に下線を引いてください。 

 


